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＜連絡事項＞

・マグミット（330）が今後、酸化マグネシウム（330）へ変更となります。分包機に入れ
　ると錠剤が欠けたりするとの事で変更となるそうです。

・茶寒天は明日より4個となります。

＜入室状況＞

転出：葛西　美子様（北病棟）坂本　良雄様（東病棟Aユニット）

転入：大家　勇二様（西B 30号室）鹿原　雄一様（西B 30号室）

移動：庭田　美紀子様　西B 30号室 ⇒ 西B 25号室

＜患者様連絡事項＞
下記の患者様、外出泊の許可となっています。
飯田　修子様～3/19 10時～15時

栃木　春子様～3/16  9：30～12時（他科受診目的。入院証明書依頼済み）　　

佐々木　卓様～3/20　10時～3/22 17時

野月　利章様～3/19  8：30～18時(他科受診目的。入院証明書依頼済み)
・大久保　恵様～ハップスター2P処方。主治医へ誤薬について報告。今朝より内服は通常
　　　　　　　　通りとなっています。
・山田　睦子様～本人より3/27退院希望があり主治医より許可となっています。初外来

　　　　　　　　は4/7（木）10時～予約済。明日の外泊で退院時間を相談し帰院時に報　

　　　　　　　　告して頂く事としています。

　　　　　　
・金田　光希様～3/22 9：10～16：00 就労支援「チョコクッキー」の体験利用予定。
　　　　　　　　よこまちストアーまで送迎バスが来るため、バスを利用し移動する

　　　　　　　　事となります。バス停までは三浦PSWが送迎します。
　

＜田名部Dr診察状況＞
・金田　光希様～昨日見学した施設について「思っていたより良かった」と話され前向き

　　　　　　　　です。今後は母様の意向も確認しながら自宅退院に向けていきます。

　　　　　　　　三浦PSWより母様は日中の活動場所が決まり継続してもらえれば自宅退

　　　　　　　　院で良いと話されているとの事でした。
・小笠原　守様～臨時薬内容変更なく7日分処方となっています。

・下苧坪　康一郎様～治験終了後より行動が落ち着いてきている印象があります。今後、　

　　　　　　　　　　外泊訓練を継続して退院に向け調整していく事となりました。

　　　　　　　　　　臨時薬はエビリファイ（6）1T/1×夕が追加、また血圧が高値となる

　　　　　　　　　　事からアムロジピン（2.5）1T/1×朝で追加となっています。血圧測

　　　　　　　　　　定を1検から3検とし経過をみていきます。

・野月　利章様～他患者様（根地戸様や内田様）に暴力を振われたと訴え、内容もやや誇

　　　　　　　　大的に話し、被害的は言動を繰り返しています。
　　　　　　　　臨時薬内容変更なく7日分処方、本人希望でネオヨジンガーグル1本処

　　　　　　　　方となっています。

　　　　　　　　本日昼より粥⇒ご飯（普通盛り）へ変更としています。

・若松　千代司様～GAF25点。本人より「今月いっぱいと考えています」と退院について

　　　　　　　　　話が出ています。自宅片付けや退院前訪問指導実施し退院にむけ進め

　　　　　　　　　ていく事となっています。

・八木橋　牧雄様～GAF30点。主治医からの問い掛けに調子良く返答しています。引き続き
　　　　　　　　　アルコールプログラムの実施を行い断酒意志の確立を目指します。

・吉田　光良様～多飲水について指導を受けていますが「もう5年くらい飲んでない」等

　　　　　　　　と理解出来ていません。引き続き多飲水に注意し適宜介入していきまし

ょう。

・泉川　ケイ子様～問診時、活気なく疲労感の強さみられています。「帰りたい。お父さん

　　　　　　　　　に会いたい」と訴え繰り返しています。今後父様へ外出だけでなく、

　　　　　　　　　外泊も検討して貰う様に声掛けしていく事します。父様が来院時は差

　　　　　　　　　し入れだけでなく面会もして頂くように声をかけていきましょう。

　　　　　　　　　
＜要注目患者様ケース検討＞
・泉川　ケイ子様～日課行い服薬の拒否はありません。診察時に「帰りたい」と話す事は

　　　　　　　　　ありますが大きな不穏なく過ごされています。数日睡眠状況が不安定

　　　　　　　　　であり、やや疲労感がうかがえます。引き続き精神症状の観察を行い

　　　　　　　　　危険行為や衝動行為に至らぬ様援助していきましょう。

・大久保　恵様～昨日は日中に睡意が強く歩行時のふらつきや、眠りながら行動する事が
　　　　　　　　あり伊藤Dr報告し、夕食後薬、就床前薬の一部を除剤し服用を行ってい

　　　　　　　　ます。その後、夜間は中途覚醒時にふらつきがありましたが今朝にはし

　　　　　　　　っかりとした足取りとなっています。やや依存的となってはいるものの

　　　　　　　　誤薬に対する影響は消失しています。

　　　　　　　　　
＜転入患者様情報＞

患者様氏名：大家　勇二(おおや　ゆうじ)様(43)男性

　　　主病名：統合失調症(疑)、（従）アルコール依存症、発達障害(疑)

　　入院形態：医療保護入院

　担当主治医：伊藤Dr/サポート医：深澤Dｒ
受け持ち：小林Ns/石橋Cw
　

初飲は18歳。H10年(25歳)頃に離婚後、飲酒量が増加して連続飲酒状態となり、同年に湊病院を初診し入院。退院後、連続飲酒状態となり、H10.5.26みちのく記念病院を初診し入院。H10.5.30退院後も断酒出来ず、同院への入退院を計59回繰り返した。酩酊状態で救急要請を繰り返す等の迷惑行為が頻回であった。アルコール依存症治療プログラムを希望し、

H18.3.8当院初診するも、入院を拒否し帰宅。同年3.11にみちのく記念病院60回目の入院。当院での治療を希望してH18.7.4退院し、同日、当院1回目の入院。プログラムの理解力が低く、H18.8.18に中断して退院。退院後は通院を継続し、概ね断酒していた。H21年頃から注察妄想、H24年頃に幻聴の訴えが出現。「アパートの2階の住民の声が聞こえる」等と警察へ度々相談していた。H27年10月より、幻聴・被害妄想が悪化。「2階が騒がしい」ことを理由に再飲酒し、連続飲酒状態となり問題行動を度々起こしていた。父親より入院希望があり、H28.2.25当院2回目の医療保護入院。

入院時のバイタルサイン異常なし。酒臭、吃逆あり。入院後、飲み物、喫煙要求あるが、説明にも了解の悪さ見られている。点滴療法の説明には一時的に拒否あるが、再三の促しにて渋々了解している。以降は拒否なく行う。食事は毎食全量摂取し、拒薬なし。入院時は了解の悪さがみられたが、徐々に車のローンや携帯料金の支払い、自宅の冷蔵庫の事・

就労についてなど身の回りの事に目が向くようになっている。

※居住していたアパートは、入院の時点では今後も居住可能となっている。本人は、退院後関東へ行き就職することを希望しているが、これまでも就労で失敗を繰り返し、再飲酒することを繰り返している。就労支援など、本人及び家族の意向を確認しつつ、退院後の生活について検討が必要。

患者様氏名：鹿原　雄一(かばら　ゆういち)様（39）男性

　　　主病名：統合失調症

　　入院形態：医療保護入院

　担当主治医：深澤Ｄｒ

受け持ち：秋山/金谷Cw
大学在学中、家族関係によりストレスが増大し、妄想や幻聴が出現。H9年1月より、独語、不眠、滅裂思考が認められ、自傷行為があり、H9.1.29岩手県立医科大学付属病院[精神科]へ入院。H9.4.25退院後、通院を中断。H21年4月より、易興奮性等の症状が認められ、21.7.10かのはらクリニックを初診。同クリニックより勧められH21.7.17当院を初診。同クリニックへの通院を希望し、同クリニックへの通院を不定期に継続。H24年4月、アパートへの転居、交際相手との破局により、ストレスが増大。H24.6.23より情動が著しく不安定となり、不眠、独語等の症状が認められ、H24.6.27かのはらクリニックを受診。その後も睡眠が不安定で、同日、八戸市立市民病院[救命救急センター]を受診。症状が軽減せず、H24.6.29当院へ入院。H24.8.24当院退院後は当院への外来通院を行っていたがH26.9.19を最後に通院中断し、精神科への通院は行っていなかった。H28.3.8本人より八戸市立市民病院へ転院したいと連絡があり。当院受診し、診察した上で紹介すること説明し、H28.3.10当院受診。不眠、滅裂思考等の症状があり11:30薬剤調整目的にて東病棟Aユニットへ入院となる。

入院後、落ちつきなく、ユニット内を歩行している。声掛けには返答はするが表情の硬さみられている。バイタルサイン測定には拒否なく応じている。その後も、奇異行為やまとまりのない話が聞かれていた。症状は鎮静化傾向になり、3/14表情にも穏やかさが見られ、疎通性も改善し、行動にもまとまりが見られている。日常生活面は自立し、夜間の睡眠

は安定している。

＜転入予定患者様情報＞
患者様氏名：金山　辰巳様（63）男性

　　　主病名：器質性精神障害

　身体合併症；脳挫傷後遺症、症候性てんかん、膀胱癌

　　入院形態：医療保護入院

　担当主治医：深澤Ｄｒ

　入院年月日；平成28(2016)年3月11日（当院3回目）

前回入院期間；平成27(2015)年10月20日～平成28(2016)年1月6日

　　　現病棟：東Ａユニット

　

H28.1.6当院退院し八戸市立市民病院へ転院。八戸市立市民病院泌尿器科へ入院となったが、看護師の指示に従わず、夜間徘徊、脅迫、暴言などのがあり、一般科での対応が困難となり、同院精神科へ1/8に転科。同科でも点滴の自己抜去、スタッフへの暴力があり、保護室にて隔離。1/14には隔離終了していたが、隔離中から拒薬があり、経過観察となっている。処置も拒否的となっていたが、泌尿器科の治療は継続していた。2/23には他患者様の首を絞める行為があり、再び隔離となっている。今回、泌尿器科の治療が終了し、精神科での治療継続が必要な事から、H28.3.11（11：00）東Ａユニットへ入院となる。

独歩にて入院。入院への拒否はない。ユニット内では、他者やスタッフへ大声で多弁気味に話している。当日の夜間は休めている。翌日も会話はくどく、やや口数の多さはあるが、不機嫌さはなく、拒否や拒薬もない。興奮や不穏はなく経過。

※3/18藤井　純子様が院後に鹿原　雄一様をAユニットへ移動、その後西B30号室に転入

　予定です。
